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【背景】⽣活習慣病は認知症のリスクであることが最近の研究から明らかとなっている。
脳を健康に保ち、認知症発症前に天寿を全うする事は拡⼤を続ける医療費の削減、また介
護に携わる家族や周囲の⼈々の苦労を軽減することにもつながり、急速な⾼齢化の進む⽇
本にとって重要なことである。今回、我々は認知症予防のための⽣活習慣の改善と⾎液検
査による予防効果の可視化を⽬的に企業健診のデータを解析した。【⽅法】健診および診
療データを匿名加⼯化しデータベース化した。これらのデータを⽤いて⽣活習慣病（糖尿
病、⾼⾎圧症、脂質異常症）と軽度認知障害（MCI）の⾎液バイオマーカーの ApoA1, ト
ランスサイレチン, 補体タンパク質 C3 との関連について解析した。これら３つのタンパ
ク質から MCI リスク値を算出し、低リスクから A, B, C, D の順にグループ化した【結
果】70代、80代の⾼齢従業員では、無職の⽅が多い⼀般受検者と⽐較して MCI リスクが
低く、AB判定が⼀般受検者 76.4％、従業員88.8％であり、D判定は⼀般受検者の 8.9%
と⽐べて 1.3%と少なかった。加齢に伴い低下する C3 が⼀般受検者と⽐べて従業員では
有意に⾼い（p<0.05）ことが原因と考えられた。⽣活習慣病罹患者は⾮罹患者と⽐較し
て C, D判定の割合が多く、糖尿病の罹患履歴をもつ者は ApoA1 が低かった。また⽣活習
慣病罹患者は⾮罹患者と⽐較し BMI 値が⾼く、特に脂質異常の罹患者は BMI 値が有意に
⾼かった（p<0.05）【結論】C3 は⾃然免疫の重要な液性因⼦であることから、就業する
ことにより規則正しい⽣活を送り、⼈とかかわる事で免疫機能を⾼める可能性が⽰唆され
た。認知症のリスクである⽣活習慣病、肥満と MCI の⾎液バイオマーカーの関係が⾒出さ
れたことは、認知症予防における効果の可視化の点で興味深い。 


